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1900

1907
酒 ートワ ン 売

何度も を重 ながらも、 を先駆ける新商
品の開発に成 。 新な ーミング、ボトルデ イン、
広 、宣 などもあいまって大ヒット。『 ート
ワイン』はサントリーの となります。

 1973年に『 スイートワイン』に

『 ートワイン』の広

1921
会 設 ・ 開設

社会 活動ス ート

大 で生活 者の のため 料の
を開設したことから、その は始まります。
以来90年以上、社会 への い信念のもと、
その に さ しい社会 活動をいち
く取り入れて実現してきました。

1923
ントリー 設

日本 の ルト ス ー

日本で、日本の風土、日本人の に った本
的なウイスキー くりを─。

国 ウイスキーの製造を始めた信 は、「よい
酒はよい が生み、よい 成はよい自然

なしにはあり ない」との思いから、 、
の の に「サントリー 」の

設に 。

1937
ントリー ス ー 売

ウイスキー くりに み出して13年目、
信 が長年 ていた日本人の 細
な に った かな の本 国
ウイスキーが実現。

製品の 画 に、一部 を施しています

1961
ントリー 開

・ 活動の開

かな生活文化への を目 し、 術と 楽
を 心に 術文化分 における社会 活動
を開始。

1969
設

（1978年 ントリー に

～ 益  ントリー ）

1946
食品 学 設

（ 益  ントリー生 学 ）

事業活動の
ントリーグループの を くって たの に新た 価値を め

ンジ した。 を たすら し 。新しい

新た 価値提供 そ から生ま ました。 って

た ントリーの 動 と っています。

社会・ 活動の
事業 た利益 事業 の お ・お の ー ス にと

まら 社会 の に てたい とい 業者の 利益 主

とい 言 に めら ています。事業の をス ーク ル ー 社会 と

か い いに ・ してい づくりに を い い ます。

1910 1920 1930 1940 1950

ントリーグループ120年の
業から ま に の を た活動を て120年。 ントリーグループの を 事業活動

社会・ 活動 り ります。

1899
 業

大 に「 商 」を開業。ぶどう酒の製

造販売を開始しました（2月1日）。
1921年「 会社 」創立

業者・
（1879 1962年）

「日本人の に った 酒

をつくり、日本の 酒文化を

切り拓きたい」
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1960

1963
ントリー 会社 社名

ントリー ール 売

ール事業 の

2 目社長・ は、「現
に せ え 成長する企業
でありたい」との思いのもと、ビー
ル事業という大きな に ャレ
ンジします。

1972
ントリー ー 会社 設

飲料・食品事業に本 参

1973
活動 開

が「 のバロメーター」であることから、 や
人、すべての生き が かに らせる くりを
目 し、「 活動」をスタートしました。「

」では 内に の楽 「バードサンク ュアリ」
を開設。

（2010年 ）

1978
メ ンリ ュール I ORI を

アメリ 売

1979
ントリー 設

（ 益 ントリー ）
社会・人文 学の や、 文化への を目

して設立。

1981
ントリー ー ン 売

1980
ラグ ー
社会人ラグビー ーム「サントリーサン リアス」を
創部。現在は、ジャ ンラグビートップリーグに
しています。

1983
ランス・ ルドーの

シ トー・ラグランジュ 営開
日本のワイン の 大とワイン文化の向上を目

して、 界のワイナリー・トップブランドと提 。

1986
ントリー ール 開

人々の生活を楽しく かなものへとの思いから、
界一 しい響き をコンセプトに、日本のクラシッ
ク 楽界の 心的 を う ールを開 。

ラヤンが「 の 」と

したワインヤードを した大

ール。

1984
ントリーシングル ルト

ス ー 売

1989
ントリー 基 設

に取り組 体を する 益信 を設立。

1997
ントリーグループ 基本

1990
3 社

1961
2 社

1992
り ー ー OSS 売

1996
酒 スー ー ップス

売

1993
食品事業に本 参

食の からを の からに

健康志向が高まりをみせた1990年 、サントリ
も健康・ライフサイ ンスの分 に 入。ウイ

スキーや ワイン、ビール、ウーロン などに
まれる リフ ールの を

に、長年に たる開発の 、
1996年に の健康食品『セ
サミン 』を発売しました。

1973
ー ール

業ス ー 活動の開

企業ス ーツへの やス ーツ 活動を
開始。自社 ームを組 してリーグに する
とともに、 どもたちへのクリニックなども 開
しています。

ントリーシングル ルト

1970 1980 1990
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2000

2003
・プ ミア ・ ル 売

2001
4 社 （ 会 ）

2004
ントリー （ いく）活動開
かな を 来に き いでいくために、

「 」を開始。 自のプログラム
で の大切さを に えています。

2003
ントリー の 活動開

を づくりを開

企業理念の一つに掲げる「人と自然と響きあう」
のもと、 自然の みに えられている企業の責

として 経営を推進。国内 場で み上げ
る の2 以上の を という目 を
掲げて 源

かんよう

活動をスタートしました。

2004
ントリー 売ントリー 売

2004
の い ラ 開

を か

バラには い がないため、 いバラをつく
ることはできない─これが の 者た
ちの意 でした。10年以上の の 、バイ
テク ロジーを用い 界 となる いバラの開
発に成 。2009年には「 かなう」との花言
とともに販売が開始されました。

2005
・プ ミア ・ ル 日本 めて

ンドセ クション ール

ビールの本場で した醸造技術と品 の高さ

が められました。以 、2005年から3年連続

高 受 。

が受

2005
と生  S OR
にとって貴重な を り、 を 自然 を り、

につないでいく。そして、社会に潤いを えるように、人々

の かな生活文化を創造していく。 のように な発

で新たな価値を生み出し続ける企業でありたい。「 と生き

る」は、そんな私たちの思いを込めた、 の言 です。

2009
ランスの 飲料メー ー

オランジーナ・シュ ップス・

グループ の

2011
日本大

ントリー ン

プ ジ クト 開

2013
ントリー食品 ン ーナショナル

会社 上
サントリー食品

インターナショナル 

社長（ ）・ 信

食の からを の からに

2013年7月、サントリーグループの飲料・食品事
業を うサントリー食品インターナショナル（ ）
が 部に上場。 場の 成長が 込まれる

アジアを 心に、 外での飲料事業 大に
も力を入れています。

2013
ントリー  

（ 用食品） 売

2014
ントリー ジョン2050

2014
ンジド・ス ー （ い者ス ー ）

開

2003
ントリー 1997 ランスの

国際 ンクールにて

ントリーシングル ルト ス ー 12年

ン ーナショナルス リッ ンジ

（ISC）にて

2005
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2010 2020

2014
ー ントリー 設

界第3 のプレミアムスピリッツメー ーの 生。
I SRデータより推

ビームサントリー 

Chairman C O（ ）・

att Shattoc と、

サントリー ールディングス

表取 社長（ ）・

信

ー ントリー 生

2014年、アメリ のビーム社を 収し「ビームサン
トリー」を設立。『ジムビーム』『 』などを 界

で販売、より一層グローバルな事業 開を行っ
ています。

2014
5 社

新

2015
新しい 開 点

ントリー ワールド リ ー セン ー

2016
or  is ies r s 2016 にて

21年 or s est e e  

is

2015
・プ ミア ・ ル

マス ー ドリー 売

2015
と を

トナ 活動開

2016
本地

ントリー の国くま と

プ ジ クト 開

2016
アメリ ・ ン ッ ー州の

メー ー マーク にて

ナ ュラル・ ー ー ンク ュアリ

プ ジ クト開

の り をグ ー ルに 開

貴重な 然 源「 」を るため、ビームサン
トリーでは 全活動「ナ ュラル・ウ ー
ターサンク ュアリ」を 開。 界各 の

題に寄り った活動をグローバルに推進して

いきます。

2017
ジ ニー クラ トジン

RO （ ク） 売
ワイトスピリッツでは となる

ビームサントリー社との共 開発商品。

2018
・プ ミア ・ ル

プ ーション

2017
クラ ト ス シリー 売

2017
ントリーグループ の

2018
ントリー ジョン2050

2030年

2019
ス ナ リ ・ ジョン

の 国 上 地

の2 上の の  を
サントリー「 然 の 」は全国15 21 、

12 000haとなりました。

2019
ントリー の  アルプス の

づくり活動に す （ り）の

を 結
『サントリー 然 』第4の 源となる長 大
の新生 拠点にて、 源 リアにあたる の

活動を開始します。

2019
（リージ ント） 売

日 共 開発の新しいタイプの
バーボンウイスキー。

2015
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「水と生きる」は、わたしたちサントリーグループが

お客様はもちろんのこと、地域社会や自然環境と交わす約束の言葉です。

 

自 の い 〜 とと に生 〜
お客様に水と自然の恵みをお届けする企業として、

貴重な共有資源である水を守り、水を育む自然環境を次世代につないでいく。

 
社会 の い 〜社会にとっての と 〜

水があらゆる生命の渇きを癒し、潤いを与えるように、

お客様や社会にとって価値ある商品やサービスを通じて、

人々の豊かな生活文化の創造に貢献していく。

たした 自 の い 〜 のよ に自 に く〜 

すべての社員が水のように柔軟に常に新しいテーマに

挑戦し、新たな価値を創造する企業であり続ける。

 

これら３つの約束を果たすために、

わたしたちは日々の行動を積み重ねていきます。

Corporate essage
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　サントリーグループは、 年で創業120年とい

う 目の年を えました。サントリーグループは「人

と自然と響きあう」を企業理念に掲げています。こ

れは、 界 の人々に 高品 の商品・サービスを

お届けすることで、人々の かな生活文化の創造

に すると に、 に社会や しい

との共生を実現するという る ない理念です。

創業以来、 と々受け がれてきた「やってみなはれ」

「 益 分主 」の を 底に、お客様の生活

を る新たな価値の創造を目 して挑戦を続け、

心 かな生活文化に する企業でありたいという

思いは ることはありません。

　「 と生きる」という言 は、この企業理念の実現

を目 し、お客様をはじめ、社会と す の言

として めたものです。お客様に と自然の み

をお届けする企業として、 にとって貴重な を

り、 を を っていくこと。 があら る生

の きを し潤いを えるように、お客様と社会

と寄り う企業であり続けること。そして、 のように

に、力 く、 に新しいテー に挑戦し、新たな

価値を創造していくこと。「 と生きる」にはこのよう

な い 意と思いが込められています。サントリー

の事業基 ともいえる としっかりと向き い、 と

を 自然に学 、その健全な に積極的に

きかけることで、「 と生きる」という を たして

いきます。

　 界 の人々や 社会、そして大いなる自然と

の共生を目 す企業理念のもと、私たちが実現し

ていくのは生 の きに ちたサステナブルな社

会です。100年先の 来を え、新たな価値を

創造する Growing for Good な企業を目 して、

私たちはさらなる 新と挑戦を続けてまいります。

2019年7月

サントリー ールディングス 会社

表取 会長

ステーク ルダーの 様へ

「水と生きる」企業として

サステナブルな社会の

実現を目指す
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と生 を
サントリー ールディングス 会社

表取 社長

新  

ントリアン I ter ie  1
を り を

サントリー食品インターナショナル 会社
ジャ ン事業本部 生 ・SC 本部 専任部長

然 ーフアンバサダー

日  

ントリアン I ter ie  2
のよ に社会を し

サントリー ールディングス 会社
コー レートサステナビリティ推進本部　
CSR 推進部長

 

ントリアン I ter ie  3
ら のよ に自 に

く よ に
サントリー ールディングス 会社

R 本部　グローバル人事部部長

スー・ ン

  　   　

  　   　

と生 に めた
3 の約

o  I ter ie
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「水と生きる」に込めた
3つの約束

地球にとって貴重な水を守り、水を育む自然環境を守り、次世代につないでいく。

そして、水のように社会を潤し、人々の豊かな生活文化を創造していく。

水のように柔軟な発想で新たな価値を生み出し続ける企業でありたい。

「水と生きる」は、そんな私たちの思いを込めた、約束の言葉です。



と生 を社会との約 に 業として

と社会 そして自 と 生した 社会の を

し グ ー ルに し ます。

o  I ter ie

言 って 大言 って 大
サントリーグループ全従業員を対象に2015年に創設。自ら を掲げ、新しい発 に基サントリーグループ全従業員を対象に2015年に創設。自ら を掲げ、新しい発 に基

く ャレンジングな活動により「やってみなはれ」を実践した ームに対しての表 度。く ャレンジングな活動により「やってみなはれ」を実践した ームに対しての表 度。

2018年に第4 目を え、 界 から全450 ームを える ントリーがありました。2018年に第4 目を え、 界 から全450 ームを える ントリーがありました。

後もサントリーグループは、 界 で、 大きく、切 磨しながら、新たな価値の創後もサントリーグループは、 界 で、 大きく、切 磨しながら、新たな価値の創

造に挑み続けていきます。造に挑み続けていきます。

界が な発 を げる一方、私たちは 問題や

人 に う 源・ ル ー・食料の 、

の 大など 界 での大きな 題に直 しています。そ

の解 には、 界のさま まな立場の人や組 が連 し

力して取り組まなけれ なりません。2015年の国連サミッ

トで「 続 な開発目 （S Gs） 」が され、 界が

共通の 題として、その解 に向け大きく動き始めています。

サントリーグループは、「人と自然と響きあう」を理念として

掲げ、お客様に高品 な商品・サービスをお届けすると

に、心 かな生活文化や 続 な社会の実現を目 して

います。 こそこれらの 題に に向き い、グローバル

プレーヤーとして国 を えて 力し い、 界の 題解

に していくことが だと考えています。

　創業以来、サントリーグループに受け がれてきた「やっ

てみはなれ」「 益 分主 」などの に基 き、

で 来を えた取り組みを 続していく。そして人々

に められることで「 界で も信 され、 される ンリー

ワンの 食品酒類企業グループ」を実現していきたいと

考えています。

S Gs 続 な社会を実現するために、2030年までに全 界が取り組 べき17の

目 と169のター ット

グ ー ル社会の か

の に

大 を たす

ントリーグループの

と生 を

サントリー ールディングス 会社

表取 社長

新   a eshi iinami
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ット トルの 新 リ クルシス を開
業（ ）およ 外機 メー ーと で「Fto ダイレクトリサイクル技術」

を開発。従来システム 25 の CO2を しています（ ットボトル用プリフ ーム

1 g製造にあたり）。

用 み ットボトルからプリフ ームまでの において

自
然、社会と共生するサステナブルな社会を実現する─

これは私たちが として掲げている「人と自然と響

きあう」社会の実現にほかなりません。その実現に向けて掲

げる経営ビジョンが、「Growing for Good」です。「 」をはじ

めとする自然の みをいただき、新たな価値の創造で人々の

生活文化を かにし「Growing 成長」を続けることで、

「Good よりよい社会 くり」を実現する。「 と生きる」企業

として活動をより 力に推進していくため、 年7月に「サステ

ナビリティ・ビジョン」を しました。私たちが目 すサステ

ナブルな社会を すとともに、「 」「CO2」「 料」「 ・ 」

「健康」「人 」「生活文化」という7つの重点テー を掲げまし

た。これを として、私たちのあら る活動に、サステナビ

リティの視点を取り込み、グループ全体で推進していきます。

　また、 プラス ック問題に関しても、 社会、

社会の実現を目 した「プラス ック基本方 」を

し、2030年に向けた意 的な目 を掲げ取り組みを進めて

います。「 と生きる」私たちにとって は大切な経

営基 であり、それを 来に たって 続させていくことは、

事業活動においても、人々の生活文化を かにするという

を たし、私たち自身が 続的に成長するためにも

です。「サステナビリティ・ビジョン」のもとグローバルに

「Growing for Good」を推進し、サントリーにしかできない

活動に 続的に取り組み、サステナブルな社会 くりに

していきます。

私
たちの「Growing 成長」を えてきたのは、お客様

の心 かな生活文化を実現する 新価値の創造 です。

までにない 新的な商品や飲用スタイルなどで新たな価

値を創出し、 場を切り拓いてきました。 年、事業をグロー

バルに 開するなか、国内外のサントリーグループ社員が

国 ・会社・事業を えて 流し、さま まな価値 ・技術

のシナジーを生み、これまでにない共 開発商品を の

に り出しています。ビームサントリーのもの くりと日本

のもの くりの が り生まれたクラフトジン『RO  

（ロク）』、クラフトウ ツ 『 （ハク）』、そしてバーボン

ウイスキー『 G  （リージ ント） 』は、グローバルシナジー

が生んだ 新的な商品です。

　共通の基 となるのは、徹底的なお客様志向と品 への

こだ りです。お客様の声に を け、生活の現場に寄り

い、その期待に応えること。安全・安心はもち んのこと、

お客様が飲用される のおいしさや楽しさ、さらには

の いやすさや への など、もの くりからお客様

のお に届くまでのすべての で、情 と徹底的な品

へのこだ りを大切にしています。

ro i  for oo 営を

す と ントリーらしく

社会に

お客様の か 生活 を

す 新価値の

営  

新価値 とグ ー ルシナジー

の日米 開 ー ン ス ー （リージ ント）
ビームサントリーの3 の 酒を用い、 の ーフブレンダーによるブレンド

技術で重層的な いの新しいタイプのバーボンに。2019年3月発売。
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「
と生きる」企業であるサントリーグループにとって何

より 先して取り組 べき 題は「 」です。2003年

にスタートした 源
かんよう

活動「 然 の 」活動は、国内

場で み上げる の2 以上の を ことを目 し

取り組みを重 、 年2019年6月、目 を 成しました。

　2017年には「 理念」を掲げ、「 」への共通の価値 を

グローバルに共有しています。 プログラム「

」は、国内で った知 や成 を基にグローバルに広がり、

トナムをはじめインド シア・タイでもそれ れの に

寄り った 自のプログラムを開始しています。アメリ や ー

ロッ では、 場の 源 の自然を り 活動への取り

組みが広がっています。「 」問題は によって 題がさ

ま まななか、それ れの 題に向き った活動を

開し、 界の「 」のサステナビリティへの を推進してい

きたい。また、自社だけでなくサプライ ーン全体で人

や 料 などに関しても、 広い社会 題に向け取り組

みを 化していきます。

「G
rowing for Good」を実現し、 に社会から必 と

される企業となるために、何よりも大切なのは「人」

です。グループに集う社員一人ひとりが企業理念や創業

を共有し、しっかり学 理解することが大切です。サント

リーに受け がれる「やってみなはれ」「 益 分主 」の

創業 を 動力として、さま まな や価値 を つ

社員が、それ れの力を発 していける組 でありたい。

社員一人ひとりが なる価値 をおもし いと感じ、 い

を 重し い、また なく意 をぶつけ うことでシナ

ジーが生まれ、新たな価値を創出していく。

　また、社員一人ひとりが日々実践していくサントリーらし

い行動のあり方として、 年「サントリーグループ ay」を

しました。サントリーグループがグローバルに、そして

サステナブルに成長し続けるための基 は、社員一人ひと

りにあるのです。この「サントリーグループ ay」を基本と

して、それ れが 分に力を発 し、「O  S OR 」と

して の に していきたいと思います。

と生 業として を

に の に り

価値を生 す

社員 とり 事業基

グ ー ル 社会 の

・シー ーオー・ ー ー・マン ート
2018年3月に国連グローバルコン クトのイニシアティブである「 he C O ater 

andate」に 。 界の 題解 に向けて、サントリーが積極的に取り組 い意

思を表 しました。

o  O  S OR
サントリーグループでは、「O  S OR 」を 言 に、 界に広がるグループ会

社間のシナジー創出に向けて、国や事業を えた人 流や いの ウハウの共有

など、グローバル人事活動の進化を続けています。

グループ 社会 活動
ビームサントリーでは、「 ogether for Good」という拠点 の自然およ 源の

全活動を実施しています。2019年には、 界に拠点を つビーム社、全13 国・55

で2 000人もの社員が一 に しました。
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「
と生きる」は私たちサントリーがお客様、社会と

した の言 です。この言 には、「 を り、

を を りたい」「社会に潤いを える企業でありた

い」、そして「 のように に に新しいテー に挑戦し

続けたい」という私たちの思いが込められています。この

を たし続けることが、自然と人とが共生するサステナ

ブルな社会の実現につながります。この挑戦をグローバルに、

そしてサステナブルに 続していくことが企業としての成長、

かな社会の発 につながると信じています。 界 の人

から信 され、 される、 に価値ある「Good」な企業と

して められる企業グループを目 したい。サントリーグルー

プの社員一人ひとりが 事への情 と挑戦意 を れ 、

実で信 されるGood ersonとして成長し、組 として

も に新たな ャレンジを続け成長していく。そのうえで、

事業の成 をステーク ルダーや社会と分け い、ともに

発 ・成長していける関 を 界でつくり、お客様、社会と

ともにス イラルに成長し続ける企業でありたいと考えて

います。

社会にとって に価値

業を して

と生 を ス ナブルに

日本 と 国際 を
2018年12月、「サントリー 然  大 ブナの 場」

が「 lliance for ater Stewardship」を取 しました。

この は、 場 流 の の 全やス ュワード

シップ（ 理責任）の推進を目的としています。

ントリーの 業 って
もやらなかったことに挑 。 識を い視点を え、考え いて、ひた きに行動

する。 を れ 、ひたすら挑戦し続ける。私たちの事業の 動力となる価値 です。
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を の

サ
ントリーの事業の にあるのは「 」です。とこ が、

私たちが っている 然 は、どんなに れた技術

があってもつくることができません。『サントリー 然 』には、

現在、3つの 源がありますが、 層や 、そこに み込

までの 間とプロセスがそれ れの いと 性を生み

出します。私たちに 然 をつくることはできませんが、こ

の としっかり向き うことで、 性を 力としていくこと

ができるのだと思います。そのため、生 拠点となる 源

に える 場は、 源 の 力を ・ ともに 来

に たって り続けられる場 に立 しています。

　そもそも 然 はどこからくるのでし うか。 は から

発し、 や となって 表に り注 ます。その が 間

をかけて に み込み となり、いくつもの 層、

を通って磨かれた 然 となって私たちの へ届くのです。

ここまでにかかる 間は 20年。 源を るということは、

会にい ら を

そ を

た の に

サントリー食品インターナショナル 会社

ジャ ン事業本部 生 ・SC 本部 専任部長

然 ーフアンバサダー

日 部 健 a eshi usa abe

ントリー
かな自然に まれた な を商品としてお届けしている『サントリー 然 』。現在、

アルプス、 大 、 の3 源からお届けしています。

ントリー  ブランド
数

2018年 約1 12 ース
国 飲料
年間 売数 o 1ブランド

飲料 べ

ントリーの のづくりに よい から よい 品を と

い り 業 に だ って ました。

その に た の り から ントリー

の だ りを ていただ と います。

サントリアン Interview 1

を り
を
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長い 間をかけて を を健康に つことでもあります。

2003年から始まったサントリー「 然 の 」プロジ クトで

は、 が み込みやすい にあることを理 として実 に

現 へ き、 学的なアプロー に基 いて、土の を知り、

生 を べ、 れた土 には を すといった 源
かんよう

活

動に取り組んでいます。この活動を えるのが、サントリー「

学 」です。「 然 の 」を私たちが国内 場で

み上げる の2 以上の を める 積にまで 大す

ることを目 に、全国の 源拠点で活動を続けてきましたが、

その目 を 年1年 しで 成することができました。

生

こ
れほど貴重な ですから、大切に なく なけ

れ いけません。そのため、生 現場では設 の

に う を きれいにして に す、高度な

用設 を 入しています。その が流 で生活 や 業用

にも れるのです。こうした大きな の を考えると、

そのなかにある生 拠点と 源を る活動は、重 な

を たしているということになります。

　生 拠点の 場へは、毎年、たくさんの方が 学に来られて

います。 の「 アルプス 場」では年間 80 000人、

取 の「 大 ブナの 場」では年間 25 000人の方が、

高700m以上に 置する 場まで れ、 の姿や 気に

れていただいています。 学で感じた感 は、 会にいても

『サントリー 然 』を飲 ことで思い出していただけるの

ではないかと思っています。そんな感 を、この先の 来も

どもたちに感じてもらえるような生 拠点でありたいです 。

　そして 、新たに アルプスの 々を 長 大

を第4の 源 とすることになりました。この で、『サント

リー 然 』ブランドに さ しい かな くりをし、

い商品をお客様にお届けしていきたいと思います。

　私にとって、「 と生きる」というメッセージは、サントリーと

いう企業の 組みを えて、 の 様、商品を 入される

お客様とも共有したい言 です。「 と生きる」ことの大切さを、

サントリーの 然 を通じて感じていただけれ と思います。

そのことをより多くの方にお えすることに、もっと 力をし

ていかなけれ いけないと考えています。                       （ ）

新 場 成 レセプション

O ICS

ントリー の 4の 生

大 に を 設

年間1億 ースを えるブランドに成長した『サ

ントリー 然 』をさらに安 してお届けするた

めに─第4の 源を し めていたサントリー

では2018年7月、長 大 と 場立

に しました。 くから かな の みで

知られる大 より、2021年から『サントリー

然 』をお届けする 画です。

ントリー の プ ジ クト
各 の行 や 有者と30年以上を とする 長期 を結 、専門 とともに

学的 拠に基 いた ・ を行い、 の方々と 力し、 源 活動を行って

います。

ントリー の

国15 21
約12,000

ントリーグループ国 上 地 の

2 上の を
か よ

（2019年6月 点）
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サントリー ールディングス 会社

コー レートサステナビリティ推進本部　CSR 推進部長

  ihiro obayashi

社会  会
高 （特 人 ーム）、どうみ うじ高 （ 施設）、 部

センター（大 から受 ）、つ み の運営や、 問 ・通

などの在 サービスにも注力しています。

業の の とに

サ
ントリーは創業 である「やってみなはれ」のもと、

商品やサービスを通じて生活文化を かにしたい

という思いで新しい価値創造への挑戦を続けてきました。

一方で、その における社会 題を つめ、さま まな

題に向き うなかで「人々が心 かに人間らしく生活できる

社会の実現」を目 してきました。

　サントリーの社会 活動の第一 が、社会 人 

会につながる1921年の「 」の開設でした。

サントリーの創業者・ 信 が、 気になっても 分な

機会を られない生活 者のために、 料の

を大 のあいりん に開いたものです。

　その後、日本は高度経 成長期を えましたが、人々が

に く一方で、心の かさが められる でもありま

した。そうした だからこそ、「人間らしく」あるために

術や文化の分 で社会に しようと、サントリー 術

やサントリー ールを設立。さらにス ーツを通じて心身と

もに健康な生活を推進するために、バレーボール、ラグビー

の自社 ームを組 しました。現在では、 の ども

たちの成長を えるために、そういった 術・文化、ス ー

ツを通じた 成活動にも取り組んでいます。

社員 とり

利益 主 の に

していくために

た に を めた 業活動を て ました。

その ・ ス ー 社会 を に

地 地域 に たります。

た らの活動にか いを します。

サントリアン Interview 2

のよ に社会を
し
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　このような社会 活動は、サントリーの創業以来、 々

と受け がれているもう一つの 「 益 分主 」に基

いています。事業で た 益は「事業への 」「お 意

先・お取 先への 」、そして何より「社会へ する」と

いう考えが活動の源泉となっています。

社員 とり 活動に

年40 年を えた文化 の活動も、その象 の一

つです。設立 から続く「サントリー 文化 」で

は、 文化に する活動を応 しており、 40年で

200 体以上を してきました。 では、そうした全国

各 の活動を私たち社員自身が体験することで、 の さ

に れ、活動をサ ートすることの大切さを感じる機会を設

けています。こうした活動により、社員一人ひとりが「 益

分主 」の 現化に していくことが大切だと思っています。

　また、 年では毎年のように自然 が きています。

なかでも2011年の 日本大 、2016年の 本 では

大きな がありました。 において、 の

だけで活動は現 体にすべてお任せというのでは、

サントリーらしくないと考えています。現 へ き、 の方

に寄り いながら、 力し って の長い を続ける。そ

うした な活動にこそ、サントリーらしさがあると思います。

　2018年には、 日本 がありました。 の い 期で、

現 での 活動には などのリスクもありました。

それでも社員に対してボランティアを ったとこ 、 々と

が がり、全国のグループ社員 110人が集まり

へ向かいました。私もその一人として するなかで、

の方 と々接することが活動の 点であると、改めて実感した

とこ です。

　私たちは「Growing for Good」というビジョンを掲げて

います。サントリーが商品やサービスを通じてお客様に

し成長することで、「Good」を社会にお しし、社会から

必 とされる企業へ成長していきたい。これからもこのビジョ

ンのもと、 かな生活の実現を目 して社会 題に目を向

け続けます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ ）

ントリー地域
全国各 で 開されている 術、文学、 の ・ 活動などを通じて、 の文

化向上と活性化に した 人・ 体に毎年 しています。1979年の本 創設以来、

全国すべての より受 者が生まれてきており、第40 （2018年度）までの

は214件に しました。

ントリー ン リアス ラグ ークリニック
トップリーグの現 やO が、直接 どもたちを するラグビークリニック

を開 。ほか「サントリー ップ全国 学生タグラグビー 大会」の運営サ ー

トなど、さま まな 成活動を行っています。

ントリー ン ー ー ールクリニック
バレーボールクリニックの開 をはじめ、 学 の 業で「体を動かす楽しさを知っ

てもらうためのボール 室」の開 や、 のバレーボール大会の運営サ ー

トなども実施。 を う どもたちを しています。

くま と ラワープ ジ クト
本 活動「サントリー の国くまもと応 プロジ クト」の一 として、サントリー

フラワーズと で行っているプロジ クトです。 本 場 3 （益 ・

・ ）の 設 の 様を対象に、花 をご提供し てていただくことで、 を

お届けしたいという思いで実施しています。

ス ー を た
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サントリー ールディングス 会社

R 本部　グローバル人事部部長

スー・ ン Sue Gannon

た 業の の に と ています。

グ ー ル 業として を り く 大 く し

ています。そ した か 業の をより く

様 を づくりに しています。

業 を す 業の

何
事にも ャレンジングで、いかなる にも 新を め、

成長していこうという考えが している 。これ

まで人事のプロフ ッショナルとして、 外のさま まな企

業で いてきた私の経験と らし せても、サントリーグ

ループの企業風土はとても ニークで らしいものだと

感じています。

　その企業風土を醸成しているのは、創業の です。「やっ

てみなはれ」「 益 分主 」といった創業の が して

いることが、社員一人ひとりが日々 向きに業 に向かう姿

勢に大きく 響しているのです。そして、現在サントリーグルー

プは 界 に 広く事業を 開し社員も 界 に広がって

います。この 界 の社員が「Global O  S OR 」とし

て大きな力を発 し、さらなる成長を続けるために、私たち

は 多くの取り組みを行っています。その一つが、2015年に

o  R Co fere ce の
サントリーグループ内の人事分 におけるシナジー創出に向け、 ットワーク くりや

情報 に え、グループ共通の人事 題解 に向けた議 をする場として、年に

度「Global R Conference」を開 。第8 となる2018年は、 界各国から53 の

人事 者が集結し、O  S OR の のステージへの進化に向け全 界の

一 となってさま まな活動 化を りました。

サントリアン Interview 3

ら
のよ に自 に
く よ に

ら

を に 。

そ を に
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設立された「サントリー大学」です。ここでは、全 界の社員

が「創業の 」を学ぶことを ースに、 々の 力向上を

る多 なリーダーシップ開発・企業文化 プログラムを設け、

それ れが 来を え学 続ける機会を提供しています。

なかでもリーダーシップ開発は も重 視し、 化している

イントであり、日本を め 界 のグループ各社のリーダー

を 成することを目的に、「Global eadership evelopment 

rogram」などのプログラムをグローバルに 開しています。

層ごとに必 とされるレ ルに応じて、リーダーシップやイ

ーション、サントリーのミッション・ビジョンを実現する

ための戦 的ツールについて学 ながら、 者のサントリー

との 的な結 つきを めるとともに、 者 の ッ

トワークも深めることを目 しています。これらは社内フ シ

リテーションに え、 界 のビジ ススクールとタッグを組

み実践しています。そのほか、 外グループ会社の社員を対

象とした 修プログラム「Global O  S OR  rogram」

では、国 や商 といったあら るバリアを えてサントリー

の ・文化・理念を理解しサントリアンとしての意識を高め

ること、そして事業間のシナジーを生み出すことを目的にワー

クショップを行っています。その結 、本プログラムで考えら

れたアイデアは事業戦 や実 のアクションプランに さ

れ、サントリーグループの新たな価値の創出に しています。

後も、さま まな業 が集うサントリーグループの みを

活かして、シナジーを発 し、グループ各社の人 開発に

していきます。

ーシ 営の

サ
ントリーグループではダイバーシティ経営を推進して

おり、多 多様な人 がイキイキと ける 場 の

実現を っています。その一 として力を入れているのが

性の活 です。 性リーダーの ットワーク醸成に向けて

「Suntory omen s etwor 」を立ち上げ、 層の 性

社員に対しては、リーダーに向けた インドセット 修を実

施しています。より多くの 性がサントリーの 部 に くこ

とで、お客様を深く理解した事業的な価値も生まれると考え

ています。こうした多くの取り組みによって、 もが受け入れ

られ、それ れが 力を 分に発 し、成長していくことが

できる組 を っていきたいと思います。                        （ ）

ントリー大学 3 の 域

 リーダーシップとキャリア開発 リーダーシップとキャリア開発

 創業の の共有と実践 創業の の共有と実践

O  S OR の推進

ントリー大学 のリー ーシップ開 の り

の 営 ・グ ー ルリー ーシップ開 に向 て
グローバルを に活 する いビジ スリーダーを 成するため、経営戦 とリンクした リキュ

ラムを用意しています。

「Global eadership Forum（G F）」 「Global eadership evelopment rogram（G ）」

O ICS

ントリー グループ・グ ー ルの リー ー 

ットワー ング を開催

国 性デーである3月8日に「グループ・グローバルの 性リーダー

ットワーキング」のローン イ ントを開 しました。本イ ントは、

日本をはじめ 界12拠点で じプログラムを開 。O  S OR

グループがグローバルでつながることで「 々の成長、およ 後進の 成」

「グループ全体での成長 」を目的としています。
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と生 り

ントリーグループ と生 を す ために ま ま り を っ

ています。自 の 活動を め ・ス ー 社会 活動

らに を た を す 活動を て 社会 の らしに い

を たらしたい 。そして とと に生 との を したい

と ています。

ス ナ リ ・ ジョン

お客様志向

品
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社会との 生

自 との 生
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ス ナ リ を らしの

たりま にす ために—

ントリー と そして

す べ とを日 学 います。

サントリー ールディングス 会社

行 員

コー レートサステナビリティ推進本部長

コー レートブランド 戦 部長

本 ともみ

サ
ントリーグループは、サステナビリティ経営をグループ

全体でさらに 力に推進していくため、 年新たに

「サステナビリティ・ビジョン」を しました。私たちが目

すサステナブルな社会についてのビジョンと、「 」を 心

とした7つの重点テー を掲げています。

　サントリーグループが企業理念に掲げる「人と自然と響き

あう」を実現している社会こそが、私たちの目 すサステナ

ブルな社会です。人 と々社会、そして自然との共生を目 し、

人々の生活が潤い かに成長することと自然 を り

てることが共 し、 く 続していく社会です。私たちは自

然の みに えられた企業であり、 がなけれ 何もつくる

ことができません。その を生み出す自然の生 への

と感 の思いを って、さま まな活動に取り組んでいま

す。商品・サービスを通じてすべての人に人間らしい かな

生活文化を提供するとともに、これを生み出すバリュー ー

ン全体において、私たち自身の事業の発 が 続 な社

会の実現に できる企業であることを目 しています。

　いま 界は多 に たる ・社会 題に直 しています。

グローバルに事業を 開する私たちサントリーグループも、

ントリーグループ ス ナ リ ・ ジョン を

これらの 題にこれまで以上に に向き い、 題解

に していかなけれ なりません。 のサステナビリ

ティや気 動への取り組みが重 なテー であること

は言うまでもありませんが、 年大きな社会問題となって

いる プラス ック問題もサントリーグループが一 と

なり先 を切って取り組 べき 題ととらえています。こ

の取り組みを推進するため、 社会の 成と

社会の実現に向けた、サントリーグループ「プラス ック

基本方 」を しました。2030年までにサントリーグ

ループが 用するすべての ットボトルの 料をリサイク

ル あるいは 来 のみにし、化 来 料の

新 用を ロにするという高い目 を掲げ、取り組みを

化していきます。

　「人と自然と響きあう」という のもと、自然と共生し

ながら、すべての人が人間らしく心 かに らせる社会を目

して、 に新たな価値創造に挑みます。私たちの成長が

続 な社会の実現に するものとなるよう、 ャレ

ンジを続けていきます。

と生 り

ス ナ リ ・ ジョン
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ーマ ミットメント 連す S s

サントリーグループ『 理念』に掲げる への理解、 ・ 用・ 化、 源 全、 社会との共生などの活
動を、グループ全体で推進し、外部ステーク ルダーと連 しながら のサステナビリティの実現に めます。

CO2 社会の実現を目 して、自社施設や設 およ バリュー ーンの において、 新の 技術の積極
入や 生 ル ーの活用などを通じてCO2 出の に めます。

料 社製品に な自然の みである やその他 料について、サプライ ーンにおけるビジ ス ートナー
と 力し、主 料における社会・ 題を特 したうえでサステナビリティを実現するための取り組みを通じて
共に成長し、 かな 社会の実現に します。

・ 主 な ・ について、商品設 から 、消費後のリサイクルまで、商品のライフサイクル全体での
を実践し、 経 の実現に めます。

心身とも健やかで に ちた生活の実現に するために、サントリーグループは以 の つの で活動を推進し
ていきます。

酒類
人々の日々の らしに や潤いをもたらし、人生の 目である 事・ 事などでも大きな を たす、ビール、ワイン、
ウイスキーなどの酒類を通じて、心 かな社会の実現に します。アルコールの特性を 識したうえで有 取を

するため、 rin  Smart の考え方に基 き、 取・飲酒運 ・ 飲酒年 の飲酒・ 飲酒
に向けた活動・情報発信を自社で取り組 とともに、社外とも連 し、推進していきます。また、お客様の多様な飲
用シーンに応えるために、自社製品 ートフ リ の で ンアルコール飲料や アルコール製品を提供していきます。　

飲料
日本で った「ナ ュラル ルシー」な飲料開発技術を活用するとともに、飲料を通じて社会の健康 題へ取り組み、

界 の人々のドリンキングライフをより自然で、健康で、 で、 かなものにします。

食品
「自然のちから」と健康の関 りを 学的に解き かし、毎日の「食」を通じて健康 の に することで、人々
の健やかで しく心 かなウ ル スライフをサ ートします。

グループ従業員
安全の徹底はもとより、健康経営の推進、長期的視 での成長機会の提供により、健康で せに ちた生活の

実現をサ ートします。人間性を 重し、ハラスメントなどを するとともに、人 、 、性 、性的 向、年 、
国 、言語、 がいなどの多様性を め（ダイバーシティ）、一人ひとりが なる 在として受け入れられ、全体を 成
する大切な一人としてその違いが活かされること（インクルージョン）を推進し、 もが きやすく、「やってみなはれ」

れる くりを推進します。

リュー ーン
バリュー ーンに関 るすべての人の せに するために、 社の事業による人 への 響を ・理解したうえで、
ビジ ス ートナーを めた外部ステーク ルダーと積極的に連 し、人 重の取り組みを推進していきます。

生活 人々の心と身体を潤し、生活文化を かにする製品やサービスを提供するとともに、イ ーションを促進して新た
な価値を創造し、あら る人が人間らしく心 かに らせる社会 くりに します。創業 「 益 分主 」に基

き、 の社会 題に に向きあい、社会 、 術・文化・学術、ス ーツ、 成をはじめとする 活
動に取り組みます。事業を 開する において、 社会との対話を大切にし、 題の解 や生活文化の充実に

するよう めます。

サントリーグループのサステナビリティについ

ての詳細はwebサイトをご覧ください。

https://www.suntory.co.jp/company/csr/

philosophy/

ントリーグループ プラス ック基本   （2019年5月 ）

1  Rec c e  Re e e

 1  2030年までに、グローバルで 用するすべての ットボトルの を、リサイクル と 来 に100 切り え、化 来 料の新 用
ロの実現を目 します。

 2  すべての事業 開国において、各国の国情に応じた 的なリサイクルシステム のために必 な施 を、 機関や業界、 GO、 Oな
どと共に積極的に取り組みます。

2  Re uce  Re ceme t

 源の有 活用のために、 のデ イン などにより、プラス ック 用 の を推進するとともに、 に ティブな 響を えない

となる の 入の を進めます。

3  I o tio

 リサイクル 向上、 響を に える などにおけるイ ーションに積極 します。

4  e  e ior

 人々の行動 を促す啓発活動を実施するとともに、サントリーグループ社員一人ひとりが、ライフスタイルの に め、分 収集の促進、 、

の清 活動などの社会 活動にも積極的に します。

ス ナ リ に す の ーマ （2019年7月 ）
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と生 り

お客様志向

お客様の声に を
期 に ために
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お客様視点に基づいた新しい価値の提供

私
たちは、「人と自然と響きあう」の企業理念

のもと、お客様の生活文化に潤いをもたら

す製品・サービス、新しい価値の創造に挑戦を続

けてきました。ウイスキーを気軽に楽しんでいただ

くきっかけとなった『ハイボール』や、缶コーヒーと

は違う新たなコーヒーの飲用シーンを開拓した『ク

ラフトボス』 ─こういった価値創造の源泉は、お

客様からのニーズや期待にお応えしたいという思

いです。サントリーでは創業以来、お客様第一の

姿勢で事業活動に取り組んでおり、1976年に「消

費者室」（現在はお客様リレーション本部）を設置

したり、すべての商品にお客様センターのフリーダ

イヤルを掲載するなど、業界に先駆けて「お客様志

向経営」に取り組んできました。2017年4月には「消

費者志向自主宣言」を発表。すべての企業活動に

おいて徹底したお客様志向を実践しています。

　現在、お客様の声は年間8万件以上寄せられてお

り、それらの声を分析し「VOC（Voice of Customer）

会議」のほか全従業員必修の「お客様視点ブラッ

シュアップセミナー」を実施するなど、社内で広く

共有しています。また、お客様センターでは入社4年

目の社員全員を対象に、お客様からのお電話に

直接応対する「体感プログラム」を実施しています。

こうしたお客様との貴重な体験を通し、お客様志

向を身につける機会としています。これからも社員

一人ひとりがお客様視点で考え、行動することで

「Growing for Good」な企業として成長を続けられ

るよう、力を注いでいきます。

サントリーグループのお客様志向についての

詳細はwebサイトをご覧ください。

https://www.suntory.co.jp/company/csr/

activity/service/responsibility/

ドリンク・スマート
酒類を製造・販売する企業の責任として、

アルコール関連問題に積極的に取り組

んでいます。全従業員への適正飲酒に

関する意識啓発を徹底するとともに、

お酒の特性や適切な飲み方をお客様に

正しくご理解いただくための情報発信

や啓発活動に取り組んでいます。

お客様視点ブラッシュアップセミナー
毎年、全従業員が必修で受講する、お客様志

向を磨き上げるためのセミナー。従業員一人

ひとりがお客様のために何ができるのかを考え、

行動することを促すために、経営層トップが語

る動画メッセージや、お客様から寄せられた声、

お客様視点での改善事例などを社内講師が

国内全拠点に出向きFace to faceで共有。サ

ントリーグループのお客様志向経営推進につ

なげています。

年126 回
 開催

お客様視点ブラッシュアップセミナー

年間約81,000 件

1976 年

お客様の声

消費者室設置

消費者志向自主宣言

1. お客様の心に響く商品・サービスをお届けします。

2. お客様の立場に立って、安全・安心を徹底します。

3. お客様の声を企業活動に生かします。

4. お客様への情報提供を充実します。

5. お客様視点で行動する従業員の風土・意識を醸成します。

お客様により知っていただくために
サントリー流「お客様志向」をより深く知って

いただく新たな活動として、2018年より、大学

生を対象として、お客様視点にたった商品開

発を体験するワークショップをスタート。社員

からのフィードバックや解説を通じ、より理解

を深めていただいています。

のべ  名
大学生とのワークショップ
大学生参加数（2018年1月より）

VOC（Voice of Customer）活動
2005年より「VOC 活動」をスタートしました。

これはお客様センターに寄せられる声を部門

ごとに分析、社内各部門に共有し事業に活か

す活動です。2012年には「ソーシャルメディア

上のお客様のつぶやき」を収集・分析する専用

システムも運用開始。年々、分析技術が高度に

進化してきたことにより、多様化するお客様へ

の理解が向上しています。

や啓発活動に取り組んでいます。
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All for the Quality

品 を 上 ために
を くす

と生 り

品

サ
ントリーグループでは創業以来、お客様第一の姿勢で、

品 に徹底してこだ り、品 への くなき を続

けてきました。 高のおいしさ・ 高のサービスとともに安全・

安心な品 をお客様にお届けすることが私たちの 点であり、

日々品 の向上に取り組んでいます。

　サントリーの品 に関する取り組みは、製造現場におけ

る活動だけではありません。私たちの品 に対する姿勢を

文化したサントリー品 方 「 ll for the uality」のもと、

商品・サービスの企画開発から 料 、製造、 流、販売、

サービス、すべてのプロセスで従業員一人ひとりが品 の

い であることを意識し、 善を くしています。

  　品 を磨くことに ールはありません。これからもお客様

に んでいただけるように日々 力を続けていきます。
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約200
（2019年6月 点）

ントリーの

 の だ り

商品に 用する については、安全性の に も重きをお

き、 ・ 基準 目の51 目に え、サントリー 自

の 目を設 して 200 目を 期的に分析・ して

います。なお 社の安全性 学センターは、国 ISO/

I C17025を取 しており、 の 分析における適正な

力を有していることを第 者機関から されています。

 おいし

各 場では、 しい 験をクリアした ラーを 。

お客様に 高においしい商品をお届けするために、製品の

化学分析だけではなく、製品ができるまでの を した

り、製品の 価を日々実施しています。

 した 料品

料ごとに専門知識を つ有識者の ームを 成し、 料

の ・収 から 料 ・ ・ に るまでのすべて

のプロセスで徹底的にリスクを い出し、 然 の対 を

実施しています。

 飲用 品 の だ り

お客様が にされる 間の飲用 品 にこだ り、営業部

門においても安全・安心でおいしい商品をお客様にお届けす

るさま まな活動を行っています。 40年に たる業

様への品 セミナーの実施や 期的なアドバイ ー 問な

ど、業 様と一 になってお客様においしい 生ビールを

お届けする活動を行っています。

サントリーグループの品 についての詳細は

webサイトをご覧ください。

https://www.suntory.co.jp/company/

uality/

約18,000 
（2019年5月 点）

生 数

 1本1本 した の

製造 場においては、 CC やISO9001といった品 に

関する の取 に え、1本1本安全・安心な商品をつくる

ために、日々現場で設 や製品の を したり、 めら

れた 組みや 業が正しく行 れているかを しています。ラー 数

約1,000名

（2019年6月 点）
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っと と生 てい を

と生 り

自 との 生

ントリーグループ  2017年1月

グループにとって っと 料 り か す。 基本 の

上 に の ス ナ リ の に向 て の をグループ し

ス ーク ル ーの期 に てい ます。

1  を知

 用する の について 学的アプロー に従って流 を べ、理解を深めます。

2  大 に

 の R（Reduce/Reuse/Recycle）活動を通じて に め、 化した は自然に

し、 イン クトを軽 します。

3  を

 サステナブルな 来を実現していくため、ステーク ルダーと 力しながら 用する の

源 全に めます。

4  地域社会と に

 社会が かになるように、 題の解 への を通じて コミュニティを します。
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CO2

 ントリー ジョン2050 およ 2030 の

2030 ントリー ジョン2050

サントリー食品インターナショナル（ ）は、 情報開 システム

を提供する国 的な 営 体である「C 」から高い 価を受け、

「C ウ ーターセキュリティ リスト企業」に3年連続で さ

れました。

サントリー ールディングス（ ）およ サントリー食品インターナショ

ナル（ ）の 室 ス 目 （ 目 2030）が「S イニ

シア ブ」の を取 。

1
 全 界の自社 場での 用を

 15% 5

 源
かんよう

活動を

2  全 界の自社 場の

 数 上

 全 界の自社拠点での

1  CO2 出を

 25% 6（Scope 1、2）

3
 の高い主 料について

 用を

の ス ナ リ
 全 界の自社 場での 用を 5   

 全 界の自社 場で取 する 以上の を
ための 源や生 を 全

 主 な 料 における 続 な 用を
実現

 主 な事業 開国において「 理念」を広く社会
と共有

動

 化 に向けて、 社会の実現

に

 に関する啓発プログラムと

4  安全な の提供などの取り組み

 100 上に 開

 自社拠点以外のバリュー ーンに

2  おけるCO2 出を

 20% 6（Scope 3）

サントリーグループの自然との共生について

の詳細はwebサイトをご覧ください。

https://www.suntory.co.jp/company/csr/

highlight/2015/environment/

5  2015年における事業 を 提とした での 　　 6  2015年における事業 を 提とした での5  2015年における事業 を 提とした での 　　 6  2015年における事業 を 提とした での5  2015年における事業 を 提とした での 　　 6  2015年における事業 を 提とした での

Fto クトリ クル を用いて

CO2 を大 に

「Fto ダイレクトリサイクル技術」とは、 収した ットボトルを ・ し

た「フレーク（Fla e）」を高 で 解・ 後、直接プリフ ーム製造を行うこ

とができる技術のこと。プリフ ーム製造までに結 化や など の

が必 だった従来のシステムと すると、CO2 出 を25 4 （ ッ

トボトル用プリフ ーム1 g の製造にあたり）することができます。

4  用 み ットボトルからプリフ ームまでの において

新

グループ 営を

「
と生きる」私たちにとって、 は大切

な経営基 。だからこそ、グループ全体で

経営を推進しています。グループ 基本方 を

事業活動の基 として、「 のサステナビリティ」「気

動対 」を にグローバルに 経営を推進

しています。さらに、「サントリー ビジョン2050」

の 成に向けて「 目 2030」を め、さま ま

な取り組みを進めています。そのなかで、

については消費後の がもたらす社会的な

響も大きいため、サントリーグループでは1997年

に自主基準「 に る 設 イドライ

ン」を 。 用する 源 を極力 らし、 生

な 源を積極的に 入するなど、

を推進しています。とり け ットボトルに関しては、

いやすさに しつつグループ 自の「2R

（Reduce・Recycle io）」戦 に基 いて、 の軽

化やリサイクル、 来 の積極的活用に

取り組んでいます。こうした 活動は

 社会からも大きく 価されており、 界 機

「ワールドスターコンテスト2019」では、新技術「Fto

ダイレクトリサイクル技術」で「ワールドスター 」を

受 しました。サントリーグループは、 年「プラス ッ

ク基本方 」を し、 後も そのものを

大切な経営基 と 識し、 かで 続 な社会

を するために 大 の 力を続けていきます。

1 30 ットボトル対象

2 国 ミ ラルウ ーター ットボトル

 （500mℓ 600mℓ）対象

 2019年4月 点 社 べ

3 2R は 商 です

国 軽 キャップ 1

を らす

2R

e uce

国 ラ ル
（ 生 80 用）

国 軽 ットボトル 2

（ 来 料30 用）

3

り し

ecycle

の

io
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と生 り

自 との 生

を り を

学 アプ ー により

そ の に 適 ・

計 を

サ
ントリーの事業活動は、 や

など自然の みに えられています。

そのため な を 来に たって

全することに大きな責任があると考え、

源の 続 性を目 し、 源
かんよう

機

の向上と生 多様 性の 全を目 に

2003年「 然 の 」活動をスタートし

ました。現在では、全国15 21 、

12 000haまで 大し、2020年目 と

してきた「国内 場で み上げる

の2 以上の を 」を 年1年 しで

成しました。 文学や土 学、 生学などさま

まな分 の 者と連 し、 学的な 拠に基

いた や をもとに流 を べ、その場 に

適した 画や目 を めて推進しています。サン

トリーは「 のサステナビリティ」を も重 な

題と 識し、 年先、100年先を えた活動

を 画し、 続的に取り組んでいます。

約              名

ントリー の  （2019年6月 点）

と の学 参加者数

ントリー 学
文学を基 に、 源を と の をはじめ、国内外の 源の 、さらには

食品酒類企業として における健康や に関する など、「自然界の 」から「生体

内での 」まで 的な理解のための と知 の を進めています。

15   21
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の ス ナ リ をグ ー ルに

そして

サ
ントリーグループでは「 然 の 」活動の

ほかにも、 や自然の みをもたらす

を 来へ き いでいくために、さま まな活動

に取り組んでいます。 かな生 の象 である

を する「 活動」は、これまでに大きな成

を上げています。また、 の大切さを 来を う

どもたちに える 「
み いく

」も、 来

の自然 の 全・ 生につながる大切な活動です。

こうした 源 や 全活動、「 」などは、

国内のみなら 、 、アジアなど、サントリー

グループが事業を 開する 界各 にも広がりつ

つあります。これからもグループ全体でよりグロー

バルに「 のサステナビリティ」を実践していきます。

サントリーグループの についての詳細は

webサイトをご覧ください。

https://mi ui u.suntory.jp

ントリー プシ ・ トナ ・
ッジ

を トナ

トナムの 学生に の大切さと 生に

対する意識向上を目的に、

「 」を実施しています。

ー ントリー
ナ ュラル・ ー ー ンク ュアリ

プ ジ クト
源 リアを 全する活動。 の33 ー

ーの土 では、 コ ームが 心となり、 源

につながる自然 全活動を行っています。

ワシ・ て プ ジ クト
ワシやタ が てできる は、生 多様

性に ちている です。このプロジ クトでは、

かな くりを目 し、 類が てでき

る くりを進めています。

ントリーの 活動
を することは、人間や自然 を

ることにつながるとの考えから、サントリー

グループでは、1973年より が める

を る「 活動」に取り組んでいます。

30年目を えた 益信 「サントリー 界

基 」においては、これまでに べ400

体に4億9 646万円の 成を行っており、

「サシバ」の 全・ 活動や「コウ トリ」が

安心して らせる への取り組みなど、

さま まな成 につながっています。

ントリーの
開始から16年目を えた 「 」は、自然の で や

を の大切さを えるサントリー 自の自然体験プログラム「 の

学 」と、 学 で先生方と一 に行う「出 業」の2つを 心に活動

を 開。

活動を開

1973年〜
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くの に の いを

ントリー ール
「 界一 しい響き」をコンセプトに1986年に開 した のコンサート専用 ー

ル。年間550を える国内外の一流アーティストによる が行 れ、 60万人のお

客様が来場されています。

自社ス ー ー によ リーグ の参
サントリーグループは、ラグビーとバレーボールの自社 ームを組 し企業ス ーツへ しています。

1980年創部の「サントリーサン リアス」は社会人ラグビーの全国リーグであるジャ ンラグビートッ

プリーグに、1973年創部の「サントリーサンバーズ」は社会人バレーボールの 高 V G の 

IVISIO 1に しています。

・ス ー を た

社会 活動 の に いを

サ
ントリーグループでは、創業以来、人々が心

かに らしを楽し ことのできる社会の

実現を目 し、 に ったさま まな社会 活

動に取り組んでいますが、社会に潤いを届ける企業

でありたいとの考えから、 術文化・ス ーツを通

じた、さま まな社会 活動にも積極的に取り

組んでいます。設立50 年を えた 益 人 

サントリー 術 は、サントリー 術 とサント

リー ールの2つの施設の運営、サントリー 楽

をはじめとする 楽事業から 成されており、日本

の 楽・ 術のさらなる と発 への を目

して活動を続けています。一方、設立から40 年を

えた 益 人 サントリー文化 は、日本

と 界の学術・文化の発 に寄 することを目的と

した事業に注力しています。

と生 り

社会との 生
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サントリーグループの文化・ス ーツについての

詳細はwebサイトをご覧ください。

https://www.suntory.co.jp/culture sports/ 

vp done

ントリー
「生活の の 」を基本理念に1961年に開 。国 1件、重 文化 15件

を 3 000件の収 品を 有、毎年開 される日本 術を 心とした

多 で 力あ れる企画 も を しています。

従業員の ・ を て 社会 活動を
グローバル健康経営 経営の一 で2017年に開始したウ ーキングイ ント「One 

Suntory al 」。 界のサントリーグループ全社員 38 000人を対象に、 ームに ントリー

した 者の1 月間の に応じて、 と自然に関する3つの 体への寄 が します。

11 6,521 約20 Sドル

2018年 O e Su tor  の参加者の 数と3 の 計

ントリー ンジド・ス ー プ ジ クト
「 SSIO  FOR C G ─ともに に挑もう─」を掲げ、 いすバス

ットボールなどの ャレンジド・ス ーツ（ がい者ス ーツ） を2014

年に開始。 ャレンジド・アスリートの な挑戦、 の 性を応 し

ています。また、「サントリー いすバス ットボール体験 室」の開 など、

ャレンジド・ス ーツを体験する機会も提供しています。

ラグ ー ン リアス ー ール ン ー によ
ス ー クリニック参加者 数（2018年）

17,000名17,00017,017,0

益  ントリー
社会 学・人文 学分 の 活動や、日本の

文化の向上に するために設立された

益 人 サントリー文化 は、2019年に設

立40 年を えました。「サントリー学 」や「サ

ントリー 文化 」の 、社会・人文 学や

文化に関する や 外出 への 成など、

さま まな活動に取り組んでいます。

　また、 来を う どもたちの健やかな成長を

するために、 楽・ 術・ス ーツ・自然体験

などを通じたさま まな 成活動にも積極

的に取り組んでいます。 楽・ 術の分 では、

どもたちに本 や一流の 術・ 品に れる機会

を提供し、 どもたちの かな 性・人 成を

しています。ス ーツ分 においては、 どもた

ちの健全な心と体の 成を するためのス ー

ツクリニックを開 しています。さらにラグビーやバ

レーボールの自社 ームによるリーグ戦への や、

ャレンジド・ス ーツの 技活動や大会サ ート、

従業員によるボランティア、 活動などを推進し

ています。
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と 地域社会とと に

地域に り った 活動を

サ
ントリーグループでは創業以来、その

を つめ に寄り ったさま まな社会

活動に取り組んできました。1921年に生活

者 のために大 あいりん に 料

の「 」を開設したことから、 会の

がはじまりました。その後、社会 人と

して活動を続け、高 （特 人 ーム）

やつ み の運営をはじめボランティア活動な

ど 社会に した取り組みを 続して行って

グループ 社会 活動
ビームサントリーでは、全社員に年2日のボランティア を推 する「ビーム

サントリー・ アズプログラム」を実施し、従業員がそれ れの で社

会 活動を行っています。

ントリー の国くま と プ ジ クト
本 の一 として、 の 続 性への を目 すもので

す。
かんよう

のための 「 」の 活に取り組 などの 源

対 の 大を るとともに、 本大学の 流動メ ニズムの ・ の

も行っています。

 土の生成や の を目的とし、 する 期の に を る

と生 り

社会との 生
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います。大 な自然 には、 の寄

や飲料 の提供だけではなく、従業員による

への 活動も積極的に行っています。

に寄り いながら、心と体の 活動をグループ

一体となって、 続的に取り組んでいます。

　こうした社会 活動を重んじるサントリーグ

ループの「Growing for Good」の経営ビジョンは、

外グループ会社でも 開されています。ビーム

サントリーでは、自然およ 源の 全、従業員

  益  ントリー生 学
（ （ ）食品 学 ）

生 有機化学関連分 における基 、

の 学人 の 成・ 出、なら に れた

の推進を って、 成事業を行って

います。

の への 、適正飲酒の推進を3つの

に積極的に社会 活動を実施しています。

2019年には全社一 に「 ogether For Good」

というボランティアに取り組 日を設 し、 界

のビームサントリーの社員が拠点 の 源 全・

活動などに しました。

 日本大 活動
「サントリー サンさんプロジ クト」では、「 業」「 ども」

「 ャレンジド・ス ーツ」「文化・ス ーツ」の分 を 心に、

続的な を 開しています。

 日本 ラン ア活動
「会社としての 品・ だけではなく、自分たち 人

も された方に何か 立つことをしたい」という社員の声

をきっかけに、 で従業員による ボランティ

ア活動を実施。

地 活動

のま ン ート参加者 数

約5,500 名

4
本地

サントリーグループの社会 活動について

の詳細はwebサイトをご覧ください。

https://www.suntory.co.jp/company/csr/

activity/society/

 益  社会  会
高 （特 人 ーム）、どうみ うじ

高 （ 施設）、 部

センター（大 から受 ）、つ み

の運営や、 問 ・通 などの在

サービスなども実施しています。
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とり のよ に に く

と を

を て ために

「
と生きる」をグローバルに実践し新たな価値

を創造するためには、すべての従業員が の

ように自 に、力 く、 に、自分の 力を な

く発 することが必 です。サントリーグループは

「人」こそが も重 な経営基 と考え、 っと人

成に力を入れてきました。入社 修や新任

ジャー 修など各ステージでの に った

修をはじめ、従業員一人ひとりがキャリアの ー

ナーとして「イキイキと自分らしく」「 い 事する」

をコンセプトに、各 に対応したキャリアワーク

ショップなど充実した各 修を実施しています。

2015年に開 した「サントリー大学」では、サント

リーグループに と々受け がれている「やってみ

なはれ」「 益 分主 」といった創業の を

外も めたグループ全体で共有するため、 外グ

ループ会社従業員を対象にしたプログラムにも注

力しています。

　また、サントリーグループでは、人 の多様性を

推進し、多様な価値 や発 を取り入れ活かすこ

とで、より大きな価値を創出する「ダイバーシティ経

営」を推進しています。新たな価値創造に挑戦する

「人 成」に え、従業員一人ひとりが 大 に

力を発 することのできる「 場 くり」を実

現するため、「 きがい」と「 きやすさ」の 立を目

した 度と 場 を えています。そのほか、

従業員が心身ともに健康で 気に ける

をつくるため、健康経営や き方改

にも取り組み、「生 性の向上」や「ワー

クライフバランスの実現」、「健康・活き活

きの実現」の 化を っています。

ワークラ ランスの
間の や適正化、フレキシブルな き方の推進、出 ・ ・

に関する施 の 充など、ワークライフバランスに した きやすい

くりに めています。

W
O
R
K

L
I
F
E

と生 り
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別 の
新入社員、新任リーダー層、新任 ジャー

層、新任部長層などの各層ごとに、 められ

るスキルや知識、 ジメント 力、リーダー

シップなどのテー で、それ れ学 を深めて

います。

V
新入社員向けには、 やどうみ う

じ高 などを れ、サントリーグループの

V （創業 ）を学ぶ 修プログラムを実

施。さらに、「 然 の 」での も行

います。

「健康経営」や「 き方改 」に取り組 ことで、一人ひとりが 気でイキイキと

した生活を り、その活力で新たな価値創造への挑戦を目 すサントリーグ

ループの施 は、「日経ス ートワーク大 2019」の受 をはじめ、「健康経

営 人2019」に されるなど、社外からも大きく 価されています。

サントリーグループの人 成についての詳細

はwebサイトをご覧ください。

https://www.suntory.co.jp/company/csr/

activity/diversity/education/

20%
2025年 の

39,466名

営 に す 社 からの

Su tor  eo e 
（サントリーグループとしての

「人 に対する思い・考え方」を表したもの）

F I
サントリーに集う人は です。かけがえのない 在です。

サントリーが、より い企業グループとして成長していく 動力は

サントリアン一人ひとりです。長期的な視 で成長機会を提供し、

健康で せに ちた生活の実現をサ ートします。

 I R
創業の志を に、 く くするような目 を掲げ、

して めることなく、積極 な挑戦を続けます。

私たちは、創業 とビジョン「Growing for Good」で

く結 れています。

性 れる一人ひとりが多様な価値を めあい、響きあいながら、

の に感動と をお届けします。

Su tor  rou  i ersit  Visio

私たちは一人ひとりの 性を 重し いを信 しあう

多 なサントリアンの 力を高めあいひとつになる。

多様な考え方、考動、経験を に受け入れ

O  S OR としてグループの るい 来を いていく。

Su tor  rou

従業員数
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本社 在 大 大 2 1 40

サントリーワールド ッドク ーターズ 在 場2 3 3

創業 1899年

設立 2009年2月16日

表取 会長   信

表取 社長 新   

本 700億円

事業内 グループ全体の経営戦 の ・推進、およ コー レート機

グループ会社 299社（2018年12月31日現在）

従業員 39 466 （2018年12月31日現在）

連結売上収益（酒税控除後） 22 508億円 （2018年1月1日 2018年12月31日）

連結売上収益（酒税込み） 25 173億円（2018年1月1日 2018年12月31日）

連結営業 益   2 509億円 （2018年1月1日 2018年12月31日）

ントリーグループ

ントリー ール ングス 会社

グループ

ントリー ール ングス（ ）

サントリー食品インターナショナル （ ）

サントリー S （ ）

ビームサントリー

サントリー （ 国） ールディングス

サントリーウ ル ス （ ）

サントリーグローバルイ ーションセンター （ ）

その他事業会社

サントリーコー レートビジ ス （ ）

サントリー O O RI キス ート （ ）

サンリーブ （ ）

サントリービジ スシステム （ ）

サントリーコミュニ ーションズ （ ）

サントリーフーズ （ ）

サントリービバレッジソリューション （ ）

サントリービバレッジサービス （ ）

（ ）ジャ ンビバレッジ ールディングス

サントリープロダクツ （ ）

サントリー食品 ーロッ

サントリー食品アジア

フルコア・サントリーグループ

プシ・ボトリング・ ン ャーズ・グループ

サントリービール （ ）

サントリーワインインターナショナル （ ）

サントリー酒類 （ ） 

サントリースピリッツ （ ）

   サントリー酒類（ ）は、スピリッツ・ビール類・ワインなど、 

酒類の国内販売を しています。

企業
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業績ハイライト
2017年12月期から国際会計基準（IFRS）を適用しています。

サントリーグループの企業情報についての詳細は

webサイトをご覧ください。

https://www.suntory.co.jp/company/overview/

24,552

2014

26,868

2015

26,515

2016

21,016

2016

23,584

21,575

2017

24,203

22,508

2018

25,173

1,648

2014

1,851

2015

1,980

2016 2016

2,529

2017

2,536

2018

2,509

連結売上収益 連結営業利益

地域別グループ会社数／従業員数

日本基準 日本基準IFRS 基準 IFRS 基準

地域別売上事業セグメント別売上

米州

2,977億円

（13%）

欧州

3,123億円

（14%）

アジア・オセアニア

3,346億円

（15%）

日本

13,063億円

（58%）

その他
（健康食品、外食、花 他）

2,148億円

（10%）

飲料・食品
（清涼飲料、健康飲料 他）

12,866億円

（57%）

酒類
（スピリッツ、ビール類、ワイン  他）

7,494億円

（33%）

2018年度
売上収益

（酒税控除後）

22,508億円

2018年度
売上収益

（酒税控除後）

22,508億円

（億円） （億円）

 連結売上収益（酒税込み）

 連結売上収益（酒税控除後）

 連結売上高

欧州

94社

4,917人

アジア・オセアニア

71社

10,203人

日本

82社

18,505人

米州

52社

5,841人
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事業

飲料・食品 連事業

食品・ 食・ ・ ー ス他 連事業

ミ ラルウ ーター・コーヒー・ ・ 飲料・ス ーツ飲料、健康食品など、 広い商品をお届けしています。また、日本をはじめ 、

アジア、 セアニア、 などグローバルに、清涼飲料や食品の製造・販売事業を行っています。

アイスクリームの製造・販売事業、国内外での外食事業など 広く 開しています。また、 リフ ール やバイ 技術を活用した

多 な商品の開発、 国での 化事業、文化施設でのレセプションサービスなども行っています。

連会社

会社 ナック ール ングス

会社プ ント ー ーション

まい 会社

Rest ur t Su tor  e ico rou ／

ストラン ントリーメ シ グループ

Su tor  F  I ter tio  rou ／SF Iグループ

ントリー ラワー 会社

ト ントリーミドリ （上 ）

ントリーマー ング マース 会社

ントリー ブリシ ー ス 会社

ントリー 会社

会社 ン・アド

ントリー ル ス 会社

 健益 份有

 会社コ クト

ー ン ッ  ジ ン 会社

利（ 国） 资 ／

ントリー（ 国） ール ングス

 汇源 （上海） 饮料有

 源サントリー（上 ）飲料

連会社

ントリー食品 ン ーナショナル 会社

 サントリーフーズ 会社

 サントリービバレッジソリューション 会社

 サントリービバレッジサービス 会社

 会社ジャ ンビバレッジ ールディングス

 サントリープロダクツ 会社

 Orangina Schweppes olding .V. ランジーナ・シュウ ップス ールディングス

 uco ade Ribena Suntory imited ルコ ードライビーナサントリー

 Suntory everage  Food sia te. td. サントリー食品アジア 

 R S S OR  I R IO  CO.  . ブランズ サントリー

  S OR  G R  V R G サントリー ルーダ・ビバレッジ

 Suntory epsiCo Vietnam everage Co.  td. サントリー プシコ・ トナム・ビバレッジ

 Suntory epsiCo everage hailand  Co.  td. サントリー プシコ・ビバレッジ・タイランド

 FR COR S OR    I I フルコア・サントリー・ニュージーランド

 FR COR S OR  S R I  . I I フルコア・サントリー・ ーストラリア

 epsi ottling Ventures C プシ・ボトリング・ ン ャーズ

日本

欧州

アジア

オセアニア

米州
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酒類 連事業

会社 ・学 ・社会 連

1899年にぶどう酒製造販売で創業して以来、日本 の本 ウイスキーの製造、ビール事業の 開など え る挑戦により事業 を 大。

酒類企業として、多 な商品を 界のお客様にお届けしています。

グループ各社に共通する事業を集 し、品 、技術開発、

・ 流、宣 ・デ イン、お客様リレーション、ビジ スシステムや、

基 、営業 などを う機 会社を設立しています。

学術・ 術・ 文化 のための3つの 益 人と、高

者 施設・ を運営する社会 人の活動を する

など、文化・社会 活動にも積極的に取り組んでいます。

連会社

e m Su tor  I c ／ ー ントリー

ントリース リッ 会社

 サントリーアライド 会社

 サントリー知多 会社

 大 酒造 会社

ントリー S 会社

ントリー ール 会社

ントリー酒類 会社

 サントリー 会社

ントリーワ ン ン ーナショナル 会社

 会社フ インズ

 会社 の

 ンテ 会社

 SC Fine ines olding td. SCフ インワインズ

 Château agrange S. .S. シャトー ラグランジュ

  Grands illésimes de France S. . G dF グラン ミレジム ド フランス

 Château eychevelle シャトー イシュ ル

 Château eaumont シャトー ボー ン

 arrière Frères S. . バリ ール

 eingut Robert eil ロバート イル醸造

連会社

ントリー ス ート 会社

 分析技 （上 ）有

 サントリーコーヒーロースタリー 会社

 サントリー ルティング 会社

 （ ）有

 サントリーロジスティクス 会社

ントリー ジ スシス 会社

 サントリーシステムテク ロジー 会社

 サントリービジ スシステムアジア 会社

ントリー ミュニ ーション 会社

ントリーグ ー ル ーションセン ー 会社

ントリー ー ート ジ ス 会社

ンリーブ 会社

連

益 ントリー

 サントリー 術

 サントリー ール

益 ントリー

益 ントリー生 学

社会 会

サントリーグループの事業についての詳細はweb

サイトをご覧ください。

https://www.suntory.co.jp/company/business/
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グループ会社の社会 活動

グ ー ルに事業を 開す ントリーグループの社会 活動の り の として

国 ・ グループ会社 の活動を します。

れたバーボンは、 い から始まります。ビームサントリーでは、この貴重な 然

源を るため、 の 源 全活動や の生 多様性向上をはじめと

する自然 の 全に力を入れてきました。2016年に始まったメー ーズ ーク「ナ ュ

ラル・ウ ーターサンク ュアリ」プロジ クトでは、 33 ー ー（ 13ha）の土

でアメリ ワイト ークの を実施し、 源
かんよう

の活動に取り組んできました。ま

た、2018年には「バーンハイム・アーボリータム リサー フ レスト」と連 しながら、

ジムビーム のす にある15 625 ー ー（ 6 300ha）の土 の にナ ュラル・

ウ ーターサンク ュアリを設 し、活動を推進しています。

トナムでは、 の 生や 源の問題など、 が える 題に向き ったさま

まな活動に取り組んでいます。これまで日本で 開してきた

「 」を、2015年に 外で に 開を始め、 年で 年目を えました。 来を

う どもたちが「 」の大切さや価値を学ぶことが重 であると考え、 の や

源の に関する を行うとともに、学 での にも取り組んでいます。 トナム

で開始した「 」は、2018年には対象 リアをクアンナム 、ランソン 、ハ ン に

も 大し、のべ 1. 万 の 学生が しました。 プログラムに した や

員からは「 の大切さを実感できた」とご いただき、 行 からも高く 価いた

だいています。また、 に えて、 どもたちの 生 の向上に すべく、対

象 学 においてトイレや などの改修や 設 の設置も しています。

サントリーグループのグループ各社のサステナビ

リティについての詳細はwebサイトをご覧ください。

https://www.suntory.co.jp/company/csr/

activity/group/

ントリー プシ ・ トナ ・ ッジ

ー ントリー

ナ ュラル・ ー ー ンク ュアリ の設置

 
い く
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ア
イスクリームの主 料の の生 である ・ 室 において、

2007年から の O 人 多 ナショナルトラストへの

活動を行っています。主 料の を てている の 全活動にハー ンダッツの

従業員が し、 の方々と 力しながら の 修をするなど、 の 全・

のボランティアを実施するとともに、ハー ンダッツのミルクの品 についての理

解促進活動を行っています。ハー ンダッツ ジャ ンでは、2018年で12 目を えた

この活動を き続き実施し、ボランティア活動に力を入れて ります。

プ
ロントグループでは、自然の みを商品としてお客様に提供していることから、そ

の みを させることが大切であり、 来に向けて 生していく があると

考えています。

　プロントで されるコーヒー かすは1日 2トン。おいしく飲まれている一方で、毎

日大 のコーヒー かすが されています。 行 を重 、 生したのがコーヒー

かすと間 からできた 来の 「C F  S C I O （ フ  ツ コ）」です。 

「C F  S C I O」は 来の製品のため、 が大きくなったらそのまま大きな

や に え えることができ、自然に土に ります。その他、コーヒー かすを「
じ らく

楽 」

に せ、消 ・ 内の 度 理に 立てるなど、食品 の ・ 生に積極

的に取り組んでいます。

ま
い泉では、 くから の100 リサイクルを実現

するなど、食品 の 出 とリサイクルに

注力しています。 ヒレかつサンド 製造 に切り とされる ンの を、 ン 製造者

や 料製造者に販売するなど、有 活用してきました。これらの取り組みの結 、高

場ではリサイクル 100 、 では 50 を しています。

　また、 料製造業者や 事業者との連 のもと、 ンの を 料として活用した

食品 リサイクルによる リジナル 「 い 」を開発し、おいしさの と

を実現しました。まい泉では、 後も食品リサイクルの取り組みを積極的に推進し

ていきます。

リジナル 「 い 」

まい

ー ン ッ  ジ ン

プ ント ー ーション

ー ー かすを 利用した

C F  S C I O の開

ナショナルトラストを

食品リ クルの
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